
音楽・映像業界は、イノベーションによる変革の中にある

ユーザは自分のスタイルに合わせて気軽に音楽を楽しみ、
権利者は、グローバルに、売り切りではない新たな対価を得始めている

音楽視聴がストリーミング/サブスクリプションへ移行する中、
「新時代の対価還元のあり方」を考察します

テーマ：「グローバルに拡がるデジタル時代の音楽視聴」
講 師： 鈴木貴歩 ParadeAll (株) 代表取締役 /

エンターテック・アクセラレーター

08:30 受付開始

09:00 開会あいさつ

09:05 基調講演

モデレータ：三宅伸吾 参議院議員
パネリスト：鈴木貴歩 ParadeAll (株) 代表取締役

里中満智子 マンガ家 / 大阪芸術大学教授
河村真紀子 主婦連合会事務局長
津田大介 インターネットユーザー協会代表理事
太佐種一 JEITA 著作権専門委員会委員長

09:25 パネルディスカッション

ご案内

>  2018年 11月 28日（水）09:00
>  参議院議員会館１F  特別会議室

主催：AICJ (Asian Internet Coalition Japan)

10:00 質疑応答 （～10:30）
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会場の模様は、終了後、ウェブでもご確認いただけます
https://www.youtube.com/user/MIAUpub
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この度、アジアインターネット日本連
盟（AICJ）は、2018年11月28日に参議
院議員会館にて、AICJ主催 グローバル
シンポジウム「デジタル時代の権利者対
価還元」を実施する運びとなりました。

現在、音楽・映像産業では、イノベー
ションによる大きな変革が起こっていま
す。

国際レコード産業連盟（IFPI）によれ
ば、2017年の全世界音楽売上は、前年を
8.1%上回る172億7,000万ドル（約1兆
9500億円*）と3年連続の高成長で、その
うちデジタルによる売り上げは19.1％増
の94億ドル（約1兆600億円）で全体の
売上の54%です。特に近年、音楽スト
リーミングサービスの利用と収入が急速
に伸び、2017年にはストリーミング売上
が初めて単独でパッケージ売上を超え、
音楽産業の最も重要な収入源となりつつ
あります。

音楽・映像視聴方法のストリーミング
／サブスクリプション型への移行は、権
利者への対価還元にも劇的な変化をもた
らしました。ユーザーが古い楽曲を再び
視聴するようになったほか、自分の嗜好

に合わせて複数のデバイスで好きな音楽
が楽しめるようになりました。また、世
界中のユーザーがグローバルに配信され
る日本の楽曲を視聴することができるよ
うになりました。そして、従来は、ＣＤ
やＤＶＤ等が販売された際に一度だけ著
作権料が支払われていましたが、スト
リーミング／サブスクリプション型では、
当該楽曲・画像が視聴される度にその利
用実績に基づいて著作権料が権利者に支
払われるようになっています。

同時に、ユーザーは音楽を視聴するた
めに楽曲を複製する必要もなく、技術的
にもコントロールされていることで、権
利者にとって安心できる環境のもと、対
価の還元機会がより広範に拡大すること
となりました。

本シンポジウムでは、デジタル時代
の権利者対価還元に係る考え方をご紹介
する他、政府や民間有識者のパネリスト
の方々をお招きし、最近の政府および産
業界の取り組み等について、様々な角度
から考察できればと存じます。皆様のご
参加を心よりお待ちしております。

*為替は、1ドル113円で計算。デジタルによる売上げの為
替についても同様。



三宅 伸吾 参議院議員 自由民主党所属。2013年、香川県選挙区か
ら当選。参議院外交防衛委員長などの要職を歴任。前職は、日本経済新聞
社の編集委員。著書に”知財戦争”、”市場と法”。”Googleの脳みそ”など。

開会あいさつ / モデレータ

基調講演 / パネリスト

パネリスト

鈴木 貴歩 ParadeAll (株) 代表取締役 ゲーム会社、音楽放送局
等を経て、2009年ユニバーサルミュージック(同)入社。デジタル本部他
を歴任の後、起業。エンタメとテクノロジーの結びつきを加速させる “エ
ンターテック・アクセラレーター” としてコンサルティングなどを行う。

里中 満智子 マンガ家 / 大阪芸術大学教授 64年、高校２年でデ
ビュー。以後、持統天皇を描いた「天上の虹」など、ヒット作多数。文化
審議会委員など、著作権関連の公職も歴任。公社）日本漫画家協会理事長

河村 真紀子 主婦連合会 事務局長 2007年、文化庁での私的録音
録画補償金の議論に委員として参加。総務省での地デジDRMに関する議
論にも関わる。以来、著作権について消費者の視点から意見を述べている。

津田 大介 インターネットユーザー協会 代表理事 メディアと
ジャーナリズム、著作権、コンテンツビジネスなどを専門に執筆活動を行
う。近年は地域課題の解決などもテーマに取材。早稲田大文学学術院教授

太佐 種一 JEITA 著作権専門委員会委員長 98年、弁理士登録。
2018年度より、(一社) 電子情報技術産業協会 (JEITA) にて現職。補償金
制度を議論する文化審議会「保護・利用・流通小委員会」の委員も務める。



ご返信先

シンポジウム運営事務局※

FAX：03-5474-8995

アジアインターネット日本連盟（AICJ）主催
グローバルシンポジウム「デジタル時代の権利者対価還元」

2018年 11月 28日（水）09:00
参議院議員会館１F 特別会議室

※委託先：青山社中（株）


